
 

 

 

豊かなかかわりを 

副校長 矢部 明美 

♪「勉強はだめ、でも、歌は好き」 ～ ♪「シンガーソングライター」 

先月行われた学芸会の中での忘れられない光景の一つです。５年生が演じた劇『エルリックコ

スモスの２３９時間』での掛け合いの一コマで、２人の子が歌いながら、目を合わせ、相手の呼

吸を感じながら言葉をメロディーに乗せ、生き生きとした表情で演じていました。台本にあるセ

リフはその役のものであり、いわば他人の言葉です。しかし、その言葉を自分一人だけで「言

う」のではなく、役柄に思いを馳せながら「語る」ことにより、演じる役と自分、掛け合う相手

がいる場合はその相手と役柄としての自分、観ている人たちと自分、そして自分自身と内なる自

分、と、何層にも重なった様々なやり取りが子供たちの中で行われているように感じました。 

深谷昌志氏は著書『孤立化する子どもたち』の中で、「現代もこどもの遊びは喪失してはいない

が『群れ』から『孤独』へ、『活動型』から『静止型』へと変質している」と指摘しています。大

人から見ると他愛のない幼い子供の遊び、例えば「○○ごっこ」（戦隊ヒーローごっこや、探検ご

っこ、等々）を体験する中でも、子供たちは身体を通して日常とは違う環境や違う価値観を疑似

体験し、様々なかかわり方をそれとは知らずに身に付け、自分とは違う価値観を受け入れる術を

学んでいきます。そしてこうした直接的な体験は一人一人の子供の中に根付き、成長に伴って広

がる人間関係の中で、自らの豊かなかかわりの表現として現れます。そしてその前提には「相手

を受け入れること」があります。冒頭の二人のやりとりも、また、それ以外のどの子供たちも、

役柄に自分を投影しながらも互いに相手を受け入れ、受け入れられているからこその生き生きと

した姿だったと思うのです。 

 ＳＮＳでの情報のやりとりが当たり前となり、その 

利便性からモラルをもって活用することは、これから 

を生きる子供たちにとって大切であることは言うまで 

もありません。しかしやはり、遊びをも含んだ子供た 

ちの生活の中で、様々な他者と顔を合わせ、言葉を交 

わし合う直接的なかかわりは、これからも学び続ける 

子供たちにとって、得た知識を自分の中だけで埋没さ 

せることなく、より豊かにしていく糧となる、と信じ 

ます。 
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葉は厚く 

硬くて、周 

りの３対程 

の鋭い鋸歯 

に触れると 

痛いです。 

今、文林 

中学校側の植え込みで白い花が芳香を

放っています。クリスマス飾りに使う

のは、赤い実のなるセイヨウヒイラギ

で、全く別の種です。 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 諸行事 
放課後 

遊 び 

 １ 木 保護者会(１・３・５年）  × 

 ２ 金 
保護者会(２・４・６年) 

書き初め教室（３年） 
 × 

 ３ 土   

 ４ 日   

 ５ 月 
読み聞かせ 

５校時 九中説明会(６年) 
 ○ 

 ６ 火 委員会活動  × 

 ７ 水 
Ｂ時程 ４時間授業 

５校時研究授業(4-1) 
 × 

 ８ 木 安全指導日 児童集会  ○ 

 ９ 金 

避難訓練（休み時間） 

なかよし給食（5-1） 

三味線教室（５年） 

 ○ 

１０ 土   

１１ 日   

１２ 月 
なかよし給食(5-2) 

書き初め教室（５年） 
 ○ 

１３ 火 クラブ活動  × 

１４ 水 たてわり班遊び 
 ○ 

～３：００  

１５ 木 児童集会 なかよし給食(5-3)  ○ 

１６ 金 
書き初め教室（６年） 

三味線教室（５年） 
 ○ 

１７ 土   

１８ 日 東京都小学校バンドフェア（ジュニオケ）  

１９ 月 書き初め教室（４年）  ○ 

２０ 火  
 ○ 

～３：００ 

２１ 水 給食終わり リザーブ給食 
 ○ 

～３：００ 

２２ 木 
終業式 大掃除 

Ｂ時程 ４時間授業 
 × 

２３ 金 天皇誕生日  

２４ 土   

２５ 日   

２６ 月 冬季休業日始め  

２７ 火   

２８ 水   

２９ 木   

３０ 金   

３１ 土   
生活目標 

元気よくあいさつをしましょう。 
 
給食目標 
  準備や片付けをしましょう。 

生活目標 

元気よくあいさつをしましょう。 
 
給食目標 
  準備や片付けをしましょう。 

生活目標 
整理整とんをしましょう。 

 
給食目標 
  食後は静かに休みましょう。 
  寒さに負けない食事をしましょう。 
 
保健目標 
 寒さに負けない体をつくろう。  

 

冬休みの生活について 

       生活指導主任  田畑 朋恵 

 

冬休みが近づいてきました。 

健康で安全な生活を送るために、 

家庭での生活の約束を見直しまし 

ょう。遊びに行く先、帰宅時刻の 

きまり、またその連絡方法などを 

再確認しましょう。 

特に最近では、携帯電話や通信できるゲーム機な

どを連絡や遊びに活用している子供も増えているよ

うです。これらの道具は便利なものですが子供を守

ってはくれません。かえって犯罪やトラブルに巻き

込まれる危険の方が大きいものです。どのような危

険があるのか、どう使うことが適切であるかなど、

十分に話したうえで活用してください。 

充実した楽しい冬休みを過ごしましょう。 

 

 

 

 

算数の少人数指導について 

       算数少人数担当  原 梨絵 

 

 千駄木小では、4 年生 5 年生は習熟度別算数少人

数学習を行っています。「じっくりコース」は基礎力

を確実に定着させること、「ばっちりコース」は友達

の意見を聞くこと、「ぐんぐんコース」は自分の考え

を論理的に説明すること等を中心に学習していま

す。 

 ４・５年生は特に算数が難しくなる時期ですが、

少人数学習にすることで、一人一人の意見を聞き合

う時間が生まれ、きめ細かい指導を行うことができ

ます。とくに今年度は、9 月から導入された電子黒

板にデジタル教科書を映すことで、どの子にとって

も分かりやすい授業を展開しています。コースは単

元ごとに適切なコースをお知らせしています。保護

者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

スクールカウンセラー(S.C.) 来校日 

岩渕 匡彦 S.C.  ★毎週水・金曜日 

山本 久子 S.C.  ★毎週月曜日 

 


